
序
　
章
　
下
田
歌
子
研
究
に
あ
た
っ
て

広
井　

多
鶴
子

は
じ
め
に

　

下
田
歌
子
（
一
八
五
四
─
一
九
三
六
）
は
、
歌
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
華
族
女
学
校
や
実
践
女
子
学
園
を
は
じ
め
、
多
く
の
女
学
校

の
設
立
・
運
営
に
当
た
り
、
明
治
天
皇
の
皇
女
の
教
育
を
担
っ
た
女
子
教
育
家
で
あ
り
、
貧
困
階
層
の
女
子
の
た
め
の
教
育
や
救
済
事

業
に
取
組
ん
だ
社
会
事
業
家
で
も
あ
っ
た
。
下
田
は
膨
大
な
著
書
を
著
し
、
精
力
的
に
講
演
に
出
か
け
、
帝
国
婦
人
協
会
や
愛
国
婦
人

会
、
大
日
本
女
学
会
な
ど
、
い
く
つ
も
の
婦
人
団
体
を
束
ね
、
啓
蒙
活
動
を
行
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
た
下
田
は
、
当
時
、
最
も
著
名
な
女
性
の
一
人
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
『
人
物

画
伝
』（
一
九
〇
七
）
は
、「
其
の
地
位
、
其
の
学
問
、
其
の
才
識
、
其
の
風
姿
の
点
か
ら
、
兎
に
角
我
国
で
エ
ラ
イ
婦
人
と
云
へ
ば
、

先ま

づ
指
を
下
田
歌
子
女
史
に
屈
す
る
」
と
書
く
（
三
一
頁
）。
石
川
啄
木
も
、
同
年
一
一
月
二
九
日
・
三
〇
日
の
『
小
樽
日
報
』
に
、

「
淡
紅
色
の
リ
ボ
ン
を
叔
母
さ
ん
に
貰
っ
て
鼠
ね
ず
み

泣な
き

す
る
十
二
三
の
娘
小
供
で
さ
ヘ
下
田
歌
子
の
名
を
知
ら
ぬ
は
な
し
」
と
書
い
て
い
る

（
石
川　

一
九
七
九
、
三
二
〇
頁
）。
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ま
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
神
近
市
子
は
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
下
田
が
八
二
歳
で
逝
去
し
た
際
、
批
判
的
な
論
調
な
が

ら
、
下
田
は
「
明
治
の
中
期
か
ら
大
正
年
代
に
か
け
て
の
名
流
夫
人
の
筆
頭
」
で
あ
り
、「
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
日
本
婦
人
の
指
導

者
の
一
人
で
あ
っ
た
」
と
『
読
売
新
聞
』
の
コ
ラ
ム
に
書
い
て
い
る
（
一
九
三
六
年
一
〇
月
一
四
日
）。
さ
ら
に
、
吉よ
し

屋や

信
子
は
一
九
五

三
年
、『
婦
人
公
論
』
の
連
載
「
物
語
人
物
女
性
史
」
に
お
い
て
、
下
田
に
つ
い
て
、「
日
本
の
女
性
文
化
の
歴
史
に
は
、
明
治
時
代
を

背
景
に
智
能
的
な
活
躍
を
し
た
ひ
と
と
し
て
評
価
さ
れ
る
一
人
で
あ
る
」
と
述
べ
、
今
や
下
田
の
勲
三
等
は
さ
ほ
ど
権
威
は
な
く
な
っ

た
も
の
の
、「
近
世
日
本
」
に
お
け
る
「
有
力
な
一
女
性
と
し
て
の
足
跡
は
残
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
幼
少
期
の
吉
屋
に
と
っ
て
下

田
の
影
響
力
は
大
き
く
、
自
分
は
「
大
き
く
な
っ
た
ら
下
田
歌
子
に
な
る
」
話
し
て
い
た
と
い
う
（
吉
屋　

一
九
五
三
、
一
六
六
・
一
六

八
頁
）。
同
様
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
作
家
小
山
い
と
子
も
記
し
て
い
る
（
小
山　

一
九
七
八
、
一
一
五
─
一
一
六
頁
）。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
吉
屋
の
予
想
に
反
し
て
、
下
田
の
足
跡
は
歴
史
の
中
に
埋
没
し
て
い
く
。
下
田
は
近
代
女
子
教
育
の
パ
イ
オ
ニ

ア
や
良
妻
賢
母
論
の
代
表
的
な
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、
女
性
史
に
お
い
て
も
女
子
教
育
史
に
お
い
て
も
、
ほ

と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
千
住
克
己
は
、「
下
田
歌
子
と
女
子
教
育
」
と
題
す
る
一
九
六
五
年
の
論
文
の
中
で
、

「
女
子
教
育
の
泰
斗
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
婦
人
界
の
大
御
所
的
存
在
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
下
田
歌
子
の
名
は
、
意
外
に
早
く
忘
れ

去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
千
住　

一
九
六
五
、
一
七
〇
頁
）。
実
際
、
村
松
梢
風
、
志
茂
田
景
樹
、
林
真
理
子
、

井
上
ひ
さ
し
、
南
條
範
夫
ら
に
よ
っ
て
、
下
田
を
メ
イ
ン
に
し
た
小
説
が
断
続
的
に
書
か
れ
る
一
方
で
、
下
田
に
関
す
る
研
究
書
は
こ

れ
ま
で
一
冊
も
刊
行
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
日
、
下
田
に
つ
い
て
は
実
践
女
子
学
園
の
創
立
者
で
あ
る
こ
と
と
、
日
刊
『
平
民
新
聞
』
が
流
布
し
た
「
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
」
を
除
け
ば
、
そ
の
思
想
も
業
績
も
、
一
般
に
は
も
ち
ろ
ん
、
研
究
者
の
間
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
下
田

個
人
の
足
跡
や
業
績
が
か
き
消
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
近
代
女
性
史
や
女
子
教
育
史
の
あ
る
部
分
を
欠
落
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
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も
の
と
思
わ
れ
る
。『
青
鞜
』
や
婦
人
参
政
権
運
動
な
ど
に
よ
っ
て
の
み
、
日
本
の
近
代
女
性
史
が
形
成
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
本
書
は
下
田
に
関
す
る
は
じ
め
て
の
本
格
的
な
研
究
書
と
な
る
。
今
、
下
田
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
一
見
ア
ナ
ク
ロ

ニ
ズ
ム
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
む
し
ろ
逆
で
あ
る
。
女
性
史
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
、
社
会
史
研
究
と
い
っ
た
新
た
な
研
究

の
蓄
積
に
よ
っ
て
、「
良
妻
賢
母
主
義
」
や
「
国
家
主
義
」
な
ど
に
関
す
る
評
価
の
枠
組
み
自
体
が
問
い
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結

果
、「
良
妻
賢
母
主
義
」「
儒
教
主
義
」「
保
守
主
義
」「
国
家
主
義
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
に
よ
っ
て
切
り
捨
て
ら
れ
て
き
た
下
田
の
思
想

や
業
績
を
、
今
日
、
よ
う
や
く
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
再
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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終
　
章
　
下
田
歌
子
を
捉
え
な
お
す

広
井　

多
鶴
子

は
じ
め
に

　

戦
後
、
下
田
歌
子
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
少
し
ず
つ
下
田
に
関
す
る
研

究
論
文
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
指
導
的
立
場
に
立
つ
女
性
や
政
治
に
か
か
わ
る
女
性
が
増
え
て
き
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
研
究
対
象
と
な
っ
て
き
た
女
性
は
、
権
力
の
被
害
者
か
、
権
力
に
立
ち
向
か
う
存
在
、
あ
る
い
は
権
力
に
は
関
わ
ら
な
い

（
関
係
の
な
い
）
存
在
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
枠
組
み
に
ど
れ
も
当
て
は
ま
ら
な
い
下
田
は
、「
妖
婦
」
や
「
女
帝
」
と
し
て
物
語
の
対
象

に
は
な
っ
て
も
、
な
か
な
か
研
究
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
権
力
を
持
つ
女
性
や
政
治
に
か
か
わ
る
女
性
が
奇
異
の
目
で

見
ら
れ
た
り
、「
女
帝
」
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
か
つ
て
ほ
ど
な
く
な
る
な
か
で
、
下
田
を
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
に
そ

れ
ほ
ど
違
和
感
が
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
前
を
通
じ
て
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
下
田
を
保
守
主
義
者
、
国

家
主
義
者
と
見
な
し
て
、
歴
史
研
究
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
き
た
こ
と
の
是
非
を
問
う
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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本
書
の
執
筆
者
は
様
々
な
研
究
分
野
に
属
し
、
視
点
も
関
心
も
分
析
方
法
も
異
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
下
田
に
関
す
る
評
価
も
異
な
る
。

だ
が
、
下
田
を
「
近
代
日
本
」
の
歴
史
の
中
に
正
当
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
下
田
像
や
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
は
見
え
な
か
っ
た
下
田
の
思
想
と
業
績
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
一
致
し
て
い
る
。
こ
こ
で
各
章
の
研
究
成
果
を

ふ
り
返
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
ど
の
章
も
従
来
の
儒
教
主
義
や
保
守
主
義
、
国
家
主
義
と
い
っ
た
枠
組
み
だ
け
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
下

田
の
姿
を
描
き
出
し
て
お
り
、
下
田
の
思
想
と
活
動
の
幅
広
さ
、
そ
し
て
、
時
代
に
向
き
合
う
真
摯
さ
と
柔
軟
さ
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

だ
が
、
で
は
翻
っ
て
、
下
田
は
保
守
主
義
者
、
国
家
主
義
者
な
の
か
。
こ
の
こ
と
が
改
め
て
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
終
章
で
は
、

こ
の
点
に
関
し
て
筆
者
が
考
え
て
き
た
こ
と
を
書
き
た
い
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
は
本
書
の
共
通
認
識
で
は
な
い
。
保
守
主
義

者
、
国
家
主
義
者
と
言
わ
れ
た
下
田
を
捉
え
な
お
す
た
め
の
筆
者
の
試
作
で
あ
る
。
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